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資料1

忠類ナウマン象を活用した
地域づくりの現状と課題

忠類ナウマン象記念館
館長 添田雄二



忠類ナウマン象化石発見以降の沿革

●1969年：臼歯化石を発見。キバや頭骨片、左の手足の骨なども発掘。

●1970年：右の手足の骨や左右の腰骨などを発掘（1頭分は日本で2例目）

※1970年代の研究→「年齢は若い」、「沼に足を取られて死亡」

●1988年：忠類ナウマン象記念館オープン

●2006年：幕別町と忠類村が合併

●2008年：北海道初の足跡化石を発見（調査は2007年着手）

※新たな研究成果「忠類ナウマン象は老齢」、

「1970年発見の臼歯はナウマンゾウではなく

マンモス」と発表（高橋啓一氏ら）

●2010年：「死後に洪水で移動」と発表（高橋啓一氏ら）

●2019年：発見50周年を機に足跡化石の発掘を開始

●2021年：学芸員採用

●2024年：初の展示リニューアル。郷土展示も新設。

（前年度来館者11,521人→2024年度14,270人）

忠類ナウマン象化石の頭骨片を発見

●2025年：第2回全国ナウマンゾウサミットの開催



博物館が地域づくりを担う意義
-地域に必要とされる博物館へ-

●これまでの博物館における基本的業務

（1）調査・研究

（2）収集・保存

（3）展示・普及

●地方自治体における近年の博物館、学芸員の役割

「地域活性化への貢献が求められる時期に来ている」

「地域資源の魅力を住民との協働で創出するためのマネジメント能力」

・・・薄井（2011年、日本生涯教育学会年報）から抜粋

●2022（令和4）年度の博物館法の改正

「他の博物館との連携、地域の多様な主体との連携・協力による文化観光など

地域活力の向上への寄与」が努力義務化



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（1）

発掘調査の活用：道の駅忠類との連携



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（2）

発掘調査の活用：道の駅忠類、ホテルアルコとの連携



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（3）

忠類２大特産のコラボ

「沼に足を取られて死んだ」という説が定説化していたが、2000年代に入り堆積
環境分析や骨および材化石の位置関係の分析などから、死後に洪水の影響で流さ
れ土砂とともに埋没したことが判明→ゆり根とコラボした体験講座へ活用

道の駅忠類販売の「純白ゆり根カレー」を使用。かきゆりを忠類
ナウマン象に、カレールーを洪水に見立てた講座（ダムカレー）。
JA忠類青年部によるゆり根展示コーナーの解説とセット。



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（4）

地域の魅力発信と効果的なPR

新設した郷土展示コーナーの一環でシーニックカフェちゅうるいを紹介
→日高山脈襟裳十勝国立公園関連事業（北海道中札内高等養護学校によるダン
ボール製の日高山脈動物パネル展）と連携することで効果的に忠類の魅力をPR。

北海道中札内高等養護学校は、当館での展示にあたり
新たに実物大のナウマンゾウも作製（9/28まで展示）。
※開催にあたっては、北海道十勝総合振興局とも連携

新設パネルの一部



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（5）

地域住民による写真展の開催（関係人口を増やす）

忠類ナウマン象が生きていた頃の十勝は現在とあまり変わらない気候であったこ
とから、「太古の時代から続く十勝の自然」と題し、幕別在住または縁のある
アマチュア写真家の作品展を開催（令和5年度から継続）。



●札幌市円山動物園のゾウ糞製堆肥を使って忠類小の農園でかぼちゃを栽培
●秋に収穫しゾウにプレゼント→忠類小と動物園をオンラインで繋ぐ特別授業
●2019年の発見50周年を機に企画がスタートし、今年度からJA忠類も協力

忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（6）

教育現場との連携：忠類小学校との「かぼちゃプロジェクト」



かぼちゃプロジェクトの「効果」

（１）絵本に登場 （２）ぬいぐるみ作製

3800円

下げ札
↓

600個作製→来月には完売予定となり
道の駅忠類が追加発注。
※ふるさと納税返礼品にも追加



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（7）

教育現場との連携：忠類中学校による「総合的な学習の時間」での活用

（1）当館での座学、発掘体験と小石
採集、モザイクアートパネルづ
くり、の３部構成

（2）ゆり根展示コーナーでの校外授業
講師：JA忠類青年部



忠類ナウマン象を活用した近年の地域づくり事例（8）

教育現場との連携：帯広畜産大学とのヒグマ標本づくり

●当館では長野県産ヒグマ骨化石を展示（腰骨の一部。複製）
●ナウマンゾウの時代から北海道にも棲息していたが化石は発見されていない
●化石が発見された時の比較検討用として、現生ヒグマの骨が必要
●役場で駆除した個体を帯広畜産大学と協働で標本化（社会教育へ活用）
→初の博物館実習生受け入れや１頭分のアジアゾウの骨標本管理へつながる



ナウマンゾウサミットへの取組



ナウマンゾウサミットへの取組



ナウマンゾウサミットへの取組



ナウマンゾウサミットへの取組
地域づくり事業の発展

●人材育成事業
①幕別清陵高校との忠類ナウマン象LINEスタンプ作り



ナウマンゾウサミットへの取組
地域づくり事業の発展

●人材育成事業
②忠類小学校児童によるナウマン太鼓復活
10/19忠類どんとこいむら祭りのステージで
演奏
※どんとこいむら祭りでの演奏は令和２年
以降行われていない

③忠類小・中学校（＋町内小学校3〜4年生）に
よる紙コップナウマンゾウアートを検討中



今後の課題

●発掘調査の継続による収蔵化石資料の充実

※まだ地層中にあると推定される忠類ナウマン象

化石骨（頭骨片、椎骨、肋骨など）の発見

●ナウマン象記念館からナウマンゾウミュージアムへ

※観光PRにも繋げる

●人材育成を念頭に置いた事業の継続

●2029（令和11）年の化石発見60周年を見据えた事業展開

（1）札幌市円山動物園およびJA忠類との連携による「ナウマンかぼちゃ」の

商品化

（2）大都市と地域をつなぐ事業の企画


